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造山古墳のガイドをしてくださっている地元団体・造山古墳蘇生会と協働で第4回造山古墳ま

つりを開催します。また、造山古墳の陪塚である千足古墳の石室を、４月３０日（日）より一般公

開します。当日はビジターセンター３周年や石室公開を記念したセレモニーも開催します。 

 

１ 日 時 

令和５年４月３０日（日） １０時～１５時１５分（予定） 

※記念セレモニーは、１０時～１０時３０分 

 

２ 場 所 

岡山市造山古墳ビジターセンター駐車場（北区新庄下） 

※会場及び会場周辺には、一般来場者向けの駐車場はありません。お越しの際は、臨時往復シ

ャトルバスをご利用ください。（詳細は、別添チラシ参照） 

 

３ 内 容 

（１）記念セレモニー 

  出席者：主催者 岡山市長 大森 雅夫、岡山市教育委員会教育長 三宅 泰司、 

             造山古墳蘇生会会長 定廣 好和 

       来賓者 岡山市議会議長 和氣 健、衆議院議員 逢沢 一郎 

             造山町内会長 小野 武彦、千足町内会長 小野 敬治 

（２）ステージイベント等 

  記念セレモニー終了後、古墳の魅力をラップに乗せてぶつけ合う“KOFUN ラップバトル”や、

地元小中高生による演奏や踊りなど、さまざまなステージイベントをお届けします。 

 

４ その他  

・会場では、飲食ブースや古墳グッズの出店、ワークショップや古墳めぐりなども開催します。 

・千足古墳の石室公開は記念セレモニー後に開始します。 

・詳細は、別添チラシをご覧ください。 

・駐車場所確保の関係上、取材を希望する社は、４月２７日（木）１５時までに、プロモーション・

MICE推進課（803-1333）までご連絡ください。 

 

 

第４回造山古墳まつりを開催します 

～千足古墳石室、４月３０日（日）から一般公開～ 

【問い合わせ先】                  

岡山市観光振興課 板野、プロモーション・MICE推進課 宮本、文化財課 草原 

直通086-803-1332/1333/1611 内線4532・4534・3875 
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　 造山古墳は墳長35 0ｍ、 全国第四位の規模、 登れる古墳と し て

は日本一の大きさ です。 時代は古墳時代中期、 ５ 世紀前半に築か

れています。 吉備では、 古墳時代前期でも 墳長が10 0ｍを超える

大型古墳が6墳も 築かれており 、 近畿を除く と 最も 多く 築かれています。 こ れら

のこ と から 、 吉備は全国的にみても 大き な勢力を持っ ていたと 考えら れます。

　 そこ で、 私たち独自の考えと し て、 造山古墳に眠っ ている王者の正体を探っ て

みたいと 思います。

１ 造山古墳は、 吉備の王墓です。 大和の大王墓（ 履中天皇陵古墳） と ほぼ同じ

大き さ です。

２ 造山古墳や周囲の古墳へは、九州の天草や阿蘇（ 熊本県） など の各地から 、

石棺、 石障、 石室石材が運ばれてき ています。 それら を運ばせる強い影響力

があっ たこ と を示し ています。

３ 古事記、 日本書紀などの古い文献によると 九州、 四国、 東海、 北陸には、 吉

備の系譜を引く 有力豪族がいたよう です。 大和の大王と 同様に、 自分の身内や

まわり の豪族を派遣する権利を持っていたと 考えられます。

４ 吉備には、 大王の皇子（ 吉備津彦命） と 互角の力を持っ た温羅がいた伝説が

あり ます。 こ れが桃太郎伝説につながっ たと いえます。

５ し かし 、 造山古墳の時代には、 大和と 吉備が戦っ た証拠はあり ません。 お互

いに融和し 、 協力し ていたに違いあり ません。

　 以上のこ と から 、 造山古墳には大和の大王に匹敵する勢力があり 、 各地に豪族

を 派遣でき る政治力を 持っ た吉備の王が葬ら れている と 考えるこ と ができ ます。

大和の大王にと っ て、 吉備の王は、 倭国をまと めるう えで、 必要不可欠な存在で

あっ たのです

古墳時代前期の吉備

造山古墳に眠る王者は誰か？
５ つのポイント !

岡山市説
ズバリ解説！

造山古墳に眠る王者の正体

つく りやマン
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大和の大王墓（ 上石津ミ サンザイ 古墳）（ 履中陵古墳）

吉備の大王墓（ 造山古墳）

　 造山古墳（ 墳長35 0 ｍ） は西暦５ 世紀前半、 今から 約1 ,6 0 0 年前に築かれた巨

大前方後円墳です。 同じ 時代に築かれた巨大古墳は、 上石津ミ サンザイ 古墳（ 履

中天皇陵古墳）（ 墳長36 0 ｍ） です。 造山古墳と ほぼ同じ 大き さ です。 古墳の大

き さ は、 それぞれの勢力の大き さ を示し ています。 吉備の王は大和の大王と 並ぶ、

あるいは匹敵する勢力であっ たこ と を示し ています。 吉備の噂は、 日本列島に鳴

り 響いていたこ と でし ょ う 。

吉備の王墓 と  大和の大王墓



千足古墳石障復元模型

　 千足古墳も 造山古墳と 同様に、 今から 約1 ,6 0 0年前につく ら れまし た。 長さ が

約80 ｍの、 短い前方部が付属し た帆立貝形古墳です。 造山古墳の陪塚と し て造

ら れ、 造山古墳に眠っ ている王者の身近な人が眠っ ているのではないかと 思われ

ます。 こ の古墳の特徴は、 後円部の石室です。 香川県産の安山岩で積み上げら れ

た石室の内部に、 熊本産の砂岩製の板石で囲っ た石障が置かれています。 石室の

形状も 、 一般的だっ た竪穴石室ではなく 、 朝鮮半島由来で、 最先端の横穴式石室

が採用さ れています。

　 と く に、 石障がやっ て来た道は厳し かっ たと 考えら れます。 熊本県で切り 出さ

れた石材は、 島原半島を経て玄界灘から 瀬戸内海へ入る海上ルート で運ばれ、 陸

上では木製ソ リ （ 修羅） にのせ、 人力で運びまし た。 おそら く 、 吉備と 肥の国の

人々の共同作業であっ たと 考えら れます。 千足古墳に到着し た時は、 大き な歓声

に包まれて迎えら れたこ と でし ょ う 。

― 吉備の国と 肥（ 火）の国の友好関係 ―

る運ばれてきた千足古墳の



　 黄泉の国を体験でき る古墳です。 黄泉

の国と は、 死者の国です。 人を葬る玄室

へは長い羨道が続き、 真っ 暗な玄室には

巨大な石棺が置かれています。 家形石棺

です。 吉備で最も 大き な家形石棺です。

石室の全長は1 8 ｍも あり ます。 吉備に

は同等の石室が３ つも あり 、 吉備の３ 大

巨石墳と 呼ばれています。 誰が葬ら れて

いたのでし ょ う か。 牟佐が上道郡と 赤坂

郡の境であるこ と から 、 両郡に勢力を及

ぼすこ と が出来た上道氏の墓と 考えら れ

ます。

牟佐大塚古墳（ 岡山市北区牟佐）岡山市

　 墳長が2 8 2 ｍの前方後円墳で、 吉備で

は造山古墳に次いで第二位の大き さ です。

古墳時代中期前半（ 今から 約1 60 0 年前）

の時期です。 造山古墳の次につく ら れた

吉備の大王の墓です。 周濠はなく 、 周囲

には丘陵を加工し た段がめぐ っ ています。

墳丘は極めて良好に保存さ れていて、 後

円部三段、 前方部三段、 斜面には葺石が

葺かれ、 テラ スには埴輪列がめぐ っ てい

ます。

作山古墳（ 総社市三須）総社市

　 巨大な石を積み上げた巨大な石室、 そ

れが箭田大塚古墳で す。 石室の長さ は

1 9 .1 ｍ、 ほぼ飛鳥の石舞台古墳と 同じ

です。 石舞台古墳は、 蘇我馬子の墓と 考

えら れています。 蘇我馬子は、 飛鳥時代

の有力豪族で、 天皇を も し のぐ 権力を

も っ ていまし た。 吉備には、 それと 同等

の人がいたわけです。 古墳の位置が、 下

道郡に相当するこ と から 、 下道氏、 吉備

真備のご先祖の墓と 考えら れます。

箭田大塚古墳（ 倉敷市真備町箭田）倉敷市

　 墳長が2 0 6 ｍの前方後円墳で、 吉備で

は作山古墳に次いで第三位の大き さ です。

古墳時代中期前半（ 今から 約1 60 0 年前）

の時期です。 作山古墳の次につく ら れた

吉備の大王の墓です。 周囲には水をたた

えた周濠が残っ ていて、 何と なく 洒落た

感じ を受けます。 と こ ろ が、 発掘調査で

は葺石も 埴輪も 出土し ていません。 も と

も と なかっ たと 考えら れています。 その

理由は謎です。

両宮山古墳（ 赤磐市穂崎・ 和田）赤磐市

「 桃太郎伝説」 の舞台と なっ た吉備には、 数多く の古墳が見ら れます。 と く に吉備の古墳は巨大で、

大和王権の大王に対抗し た、 吉備の王者のお墓です。 そのう ち、 各市の “推し 古墳” を４ 墳、 紹介し ます。

　推 し  古 墳  選　

日本遺産「 桃太郎伝説」の生まれたまち  おかやま


